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2015年 4月 第 13巻第 4号 

 

かく語りき－聖人の言葉 

 

「神の名はもっとたくさんあるし、誰

もが近づけるよう神が取る姿形は無限

にある。どのような名前と形の神を礼

拝しようと、神を悟ることはできるの

だ」 

（シュリー・ラーマクリシュナ） 

 

「真理には多くの面があり、無限の真

理には無限の現れがある。聖者は様々

な方法で語るが、表すことはただ一つ

の同じ真理である」 

（シュリー・クリシュナ） 

 

今月の目次 

 

・かく語りき－聖人の言葉 

・2015 年 5 月の予定 

・2015 年 2 月の逗子例会 午前の部 

「霊的修行としての奉仕」スワーミ

ー・シャマーナンダによる講話 

・2015 年 2 月の逗子例会 午後の部 

「無私の実践」スワーミー・メーダ

サーナンダによる講話 

・忘れられない物語 

・今月の思想 

 

今月の予定 

 

・生誕日・ 

ブッダ 5 月 4 日（月） 

 

・5月の行事・ 

5 月 2 日（土）  14:00～16:00  

東京・インド大使館例会 

講演：バガヴァッド・ギーター（無料）   

場所：インド大使館 03-3262-2391    

お問い合わせ：逗子協会 046-873-0428  

＊ID カード（免許証など写真つきの身

分証）を必ずお持ちください。  

   

5 月 3 日（日） 、10 日（日） 、17 日

（日） 、24 日（日） 、31 日（日） 

14:00～15:30 

ハタ・ヨーガ・クラス  

場所：逗子本部 新館アネックス 

＊体験レッスンもできます。  

お問い合わせ：080-6702-2308（羽成淳）  

   

5 月 7 日（木）～9 日（土）  日 本 ヨ

ーガ療法学会（神戸） 
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＊詳細は日本ヨーガ療法学会のウェブ

サイトをご覧ください。  

 

  5 月 17 日（日）  

スワーミー・ヴィヴェーカーナンダ生

誕祝賀会  

場所：インド大使館 ：03-3262-2391  

   

当時ニューCD「Mantram」のリリースが

あり、当日のみ 25%OFF でご購入いただ

けます。 

お問い合わせ：逗子協会 046-873-0428  

＊ID カード（免許証など写真つきの身

分証）を必ずお持ちください。  

＊詳細は後日、協会ウェブサイトの特

別プログラムに掲載します。  

 

※CD マントラムについて： 

ヒンドゥ教と仏教のマントラの声明 

神聖で神秘的なマントラ（真言）を聴

き、唱えることは、ヒンドゥ教徒と仏

教徒の間でよく行われます。信仰を込

めて正しくマントラを詠唱すると、体

や心、霊性が満たされ、健康や幸福を

得る効果があることが古くからわかっ

ています。この CD の特筆すべき点は、

ヒンドゥ教と仏教の伝統においてもっ

とも重要で高い潜在力を秘めていると

される「ガーヤットリー・マントラ」

や「マハームリットゥンジャヤ・マン

トラ（シヴァ神のマントラ）」などが

収められていることです。また、マン

トラはすべてインドと日本の僧侶が詠

唱している点も大きな特徴で、「聖な

る真実の言葉」の効果がいっそう高ま

ることでしょう。 

収録マントラ: 
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01. Om  

02. Gayatri Mantra (108 times)  

03. Mahamrityunjaya Mantra 

04. Rudra (Shiva) Prashna Mantra 

05. Myouhourengekyou 妙法蓮華経  

06. Hannyashingyou 般若心経 

 

5 月 22 日（金） ホームレス・ナーラー

ヤナへの奉仕活動  

現地でのお食事配布など。  

＊現在募集している品々は、協会ウェ

ブサイトのトップページ下の方をご覧

ください。  

お問い合わせ：佐藤 090-6544-9304  

   

5 月 23 日（土） 13:30～17:00  

関西地区講話 

場所：大阪研修センター 

内容：「バガヴァッド・ギーターとウパ

ニシャッドを学ぶ」  

＊詳細は、協会ウェブサイトの特別プ

ログラムをご覧ください。  

   

5 月 24 日（日） 10:30～16:30 ＊5

月は第 3 日曜ではなく第 4 日曜に変更

されました 

ブッダ生誕祭 

場所：逗子本部 本館  

午前：講話  

午後：朗誦・輪読・講話 

 

・6月の主な行事・ 

6 月 6 日（土）  14:00～16:00  

東京・インド大使館例会 

6 月 13 日（土）   

サットサンガ in 名古屋 

 

6 月 14 日（日）   

サットサンガ in 多治見 

 

6 月 20 日（土）  14:00～16:00  

東京・インド大使館ウパニシャッド 

 

＊6 月の予定は HP をご覧ください。 

2015年 2月の逗子例会 午前の部 

「霊的修行としての奉仕」 

スワーミー・シャマーナンダによる講

話 

 

2015 年 2 月の逗子例会の午前の部で

は、ラーマクリシュナ・マトのインド

国内の支部アドヴァイタ・アシュラマ

（マヤヴァーティ・アシュラム）から

来訪された、日本人僧侶のスワーミ

ー・シャマーナンダジーに講話をいた

だきました。ウッタラーカンド州チャ

ーンパーワト地区にあるマヤヴァーテ

ィは標高約 2 千メートルで、シャマー

ナンダジーはこのアシュラムに 26年駐

在されています。以下は、シャマーナ

ンダジーの講話の要約です。 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

 

私は若い頃、自分の人生について、ま

た何のために生きるかについて、考え

る時間がほしくて大阪に 2 年ほど行っ

ていました。その頃たくさんの本を読

みましたが、その中で一つ、今でも覚
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えている言葉があります。それは、「た

った 1 度の人生を、たった一人の自分

を、本当に生きなかったら生まれてき

たかいがないじゃないか」というもの

です。人は必ず死ぬから、人生には意

味があります。どのように生きるか、

何のために生きるか、いろいろ考えま

した。 

 

 私たちの人生というのは、例えば生

まれて来る前に神様のところに行って

「私、今度生まれたら何々をします」

と言って来るようです。ほとんどの人

はただ「遊びに行ってきます」という

感じでしょうけれど、ほんの少しの人

が何か目的を持って、来ると思います。 

 

 また、動物と人間の違いというのは

いったい何かと考えました。動物は自

分のことしか考えませんが、人間は自

分の家族を守ったり、地域社会のため

に働いたり、国や世界のためを考えた

りするでしょう。これが動物と人間の

違いです。 

 

 日本では阪神淡路大震災が発生し

たときからボランティア活動が盛んに

なり始めました。そして東日本大震災

のときにはそれが全国的に広がりまし

た。このように、人類の歴史から見れ

ば、人々は動物のような利己的な生き

方から、だんだんと利他的な考え方、

非利己的な考え方に移っていると思い

ます。 

 

スワーミー・ヴィヴェーカーナンダ

（スワーミージー）がこう仰っていま

す。「自分を他の人々の中に感じるよう

にしなさい。私たちが一つであるとい

うことを知りなさい」 

 

 そしてもう一つ、人生というのは楽

しみの追求ではないかと考えました。

幾世も幾世もそうやって人生を費やし

て最後にすべての楽しみを終えて、何

もやることが無くなったとき「自分は

一体誰なのか」と考えるようになる。

それについてシュリー・ラーマクリシ

ュナがこう言っておられます。「すべて

の楽しみを終えたとき、人は神を求め

て落ちつかなくなる」楽しみを終えた

後、人は宗教的なものを求めるように

なってくるのです。私のグル、スワー

ミー・ブテシャーナンダのところに来

た信者の一人が「私たちは普通の人で

す」と言ったとき、ブテシャーナンダ・

マハラージは「ここに来る人には普通

の人はいない」と答えられました。つ

まり、多くの楽しみを終えた後、人は

神を求めてやって来るということです。

それまでは神の必要がないのでしょう。 
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 大阪にいた頃仏教関係の本もいろ

いろ読みましたが、その中で「般若心

経」に出会いました。「自分は肉体では

ない、心ではない」ということを追求

したものです。そこから神について考

えるようになりました。そのためには

純粋な知性、明晰な頭脳が必要であり、

それを得るためには心が清らかでなけ

ればならない。心を清くするには行い

を変えなければならない。行いを変え

ることによって私たちの習慣が変わり、

習慣が変われば人格が変わってくるわ

けです。ヴェーダーンタではシャンカ

ラが「修行者や解脱を求める人は心を

清めなさい。心が清まれば、解脱は手

の中の木の実のようなものだ」と言っ

ています。次のような格言もあります。

「純粋な心はすべての宗教の終点であ

り、神性の出発点である」 

 

 次に主題の「霊的修行としての奉

仕」についてですが、修行の目的が心

の浄化であるなら、では心の汚れとは

何でしょうか。『アムリタビンドゥ・ウ

パニシャッド』では「欲望のある心が、

心の汚れなり」と言っています。欲望

は執着からきますし、それは自分とい

う自我のために自分の欲しいものを取

ろうとすることです。これが私たちの

利己性を形成しています。この利己性

を無くさない限り、どんなヨーガも成

功することはありません。心の清さな

くしては、どんなヨーガもあり得ない

わけです。そしてこの利己性を棄てる

修行が奉仕なのです。他の人のために

働くことによって心は徐々に清まって

いくわけです。そして霊的に少しずつ

成長していく。この修行のメリットは、

私たちの活動の方向を変えるだけで心

が清まるというところです。同じ活動

でも、自分のためにやるか他の人のた

めにやるかで、利己的になるか心が清

まるかの違いが出て来るわけです。さ

らに良いところは、自分にも他者にも

喜びをもたらすということです。なぜ

なら、人間は成長することを望んでい

ます。ちっぽけな自分の中に閉じこも

るより、大きく成長することを人々は

喜ぶはずです。協会のために朝から働

いている人も、喜んでやっていますよ

ね。 

 

格言があります。「皆を常に愛するこ

と、それは天国の中の天国だ」「慈悲深

い行為は、それぞれが天国への階段だ」

スワーミージーも「世界に善をなすこ

とが宗教のすべてだ」と仰っています。 

 

 では、この修行の妨げとは何でしょ

うか。スワーミージーの言葉にこのよ

うなものがあります。「これは学ぶべき
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最初の教訓だ。自分以外の何ものも恨

まない、自分以外の誰のことも非難し

ないと決意せよ。男らしくあれ、立ち

上がれ、すべてを自分自身のせいにす

るのだ。君はそれが常に真実だという

ことに気づくだろう」他を批判するこ

とはエネルギーの浪費であり、何も有

益なものをもたらしません。他の人の

足を引っぱるためにはどうすればよい

ですか。あなたが非難する人よりも低

くならなければいけないでしょう。下

に行って引っぱらなければならないか

ら。だから、自分をその人より堕落さ

せなければ、悪くならなければ、人を

非難するということはできないのです。

これが修行としての奉仕の一番のメリ

ットです。 

 

 スワーミージーが仰っています。

「自分は歳をとるにつれて、偉大さと

いうのは小さなことの中にあるとわか

った。真の偉大さは小さなことにある

と。それは例えば、虫が自分の仕事を

コツコツと一瞬一瞬やり続けて行くこ

とにある」私はマヤヴァーティで時々

ヒマラヤ杉を見ます。そして霊的な人

生とはこのヒマラヤ杉みたいなものだ

と感じます。ヒマラヤ杉を植えると、

数年間は全然大きくならない。マヤヴ

ァーティでは 1 年に 2 回、2 ヶ月以上雨

が降らない時期があります。苗木はた

だひたすら辛抱して、それこそほとん

ど成長できないけれど、根は少しずつ

下に伸びている。そして 10 年くらい経

つと少し大きくなったなと感じます。

そして 20 年 30 年経つと、ああ大きく

なったなあと思いますね。それが霊的

修行に通じる、1 日や 2 日で結果が出る

ものではないのです。 

 

2015年 2月の逗子例会 午後の部 

「無私の実践」 

スワーミー・メーダサーナンダによる

講話 

 

（スワーミー・メーダサーナンダの依

頼で、例会の参加者が『永遠の物語』（日

本ヴェーダーンタ協会刊）から二人の

兄弟の話を読む）今読んでもらった物

語の教えは何でしょうか。非利己的な

働きですね。午前の部のスワーミー・

シャマーナンダジーの講話も非利己的

がテーマでした。 

 

無私の奉仕には愛が必要です。愛がな

ければ、非利己的になることは難しく、

非利己的な奉仕が機械的（mechanical）

な実践になる恐れがあります。慈悲と

愛の心が大切です。例えば、皆さんは

家族のためにお金を稼ぎますが、仕事

が大変でも苦になりません。それは、

自分の家族を愛していて、家族を支え
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るためにやっていることだからです。

愛がなければ、自分が生きるためだけ

に働くでしょう。 

 

また、皆さんは、協会のいろいろな仕

事をボランティアとして手伝ってくだ

さいますが、そこにも愛があります。

皆さんはシュリー・ラーマクリシュナ

のことが好きですから、自分の仕事が

忙しかったり疲れていたりしても、協

会のための仕事を分担してやってくだ

さいます。愛があるからです。そうで

なければ、お手伝いも機械的になるで

しょうし、長く続けることは難しいで

しょう。スワーミージーの教えの中に

も、自己犠牲の話が出てきます。（ここ

でスワーミー・メーダサーナンダ（マ

ハーラージ）の依頼で、参加者がスワ

ーミージーの著書『カルマ・ヨーガ』

の一部を読む。クルクシェートラの戦

いの後、パーンダヴァ 5 兄弟が犠牲供

養を行い貧者に惜しみなく富を分け与

えたが、体の半分が金色で半分が茶色

のマングースがこれを見て、「こんなも

のは自己犠牲などではない」と言い、

真の自己犠牲により自分の体の半分が

金色になった話をする、というもの） 

 

『ウパニシャッド』の中に、雷につい

ての面白い話があります。稲妻の形は、

サンスクリット文字の「ド」という文

字が三つあるように見えます。ド、ド、

ドです。この三つのドは、神様、悪魔、

人間のために向けられたメッセージで

あると言うのです。最初のドは神様へ

のメッセージで、「ドモ」を表していま

す。ドモとは抑制する、コントロール

するという意味で、神様は天国にいて

たくさんの快楽に囲まれていますから、

それを抑制してください、と言ってい

ます。二つ目のドは悪魔に対するメッ

セージの「ドヤ」です。ドヤは慈悲と

いう意味で、残酷な悪魔に対して慈悲

深くありなさいと言っています。三つ

目のドは「ダナ」すなわち寄付という

意味で、人間に向かって寄付をしなさ

いと言っています。人間はとても利己

的ですから、寄付が必要です。 

 

カルマ・ヨーガの実践では、自分は神

様の道具であることを心に留めておく

ことが大切です。「私ではない、あなた

です」を忘れないようするのです。無

私の奉仕と、自分を神様の道具と考え

るという二つが、カルマ・ヨーガの鍵

となります。また、「私」意識、「小さ

い私」を取り除くことは、カルマ・ヨ

ーガだけではなくすべてのヨーガの目

的です。 

 

ラージャ・ヨーガの実践では、心を浄

めます。心には、「私が」「私の」とい

う意識があり、自分を心と肉体からで

きていると考えて利己心を生み出しま

す。瞑想を実践することで、この誤っ

た考えを取り除いて真我に集中します。 

 

ギャーナ・ヨーガでは、知性を浄めま
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す。知性は、自分が心と肉体でできて

いるという誤った考えを抱きますから、

自分は真我の存在であること、ブラフ

マンと同一であることを知ることで、

小さい自己という考えを捨て去ること

ができます。 

 

バクティ・ヨーガでは、感情を浄める

よう努めます。感情が浄らかでないと

執着が生まれます。感情を浄めれば、

利己的な考えの原因となる執着は生じ

ません。私たちの感情を神様に向けて、

愛する人や物すべての中に神様を見る

ようにすることで、これが実践できま

す。 

 

利己的な心や行動をなくし、非利己的

になって無私の奉仕をすることで、私

たちは人間として生まれた目的を達成

するのです。そのために、ヒンドゥー

の聖典ではパンチャ・マハー・ヤッギ

ャー（Pañcha Mahā Yagñas）の実践を

勧めています。パンチャ・マハー・ヤ

ッギャーは毎日五つの義務を行うとい

うものですが、この目的は無私の実践

です。ヤッギャーとは英語で sacrifice

（犠牲）という意味です。自分の時間

やお金をすべて自分のために使うので

はなく、他者と分かち合うのです。 

五つの義務の一つ目に、デーヴァ・ヤ

ッギャー、すなわち神様への献身があ

ります。インドでは日本と同様、家庭

の祭壇で神様に毎日お供えをする伝統

があります。ですから、毎日神様に食

べ物や飲み物を捧げて、神様への深い

信仰と感謝を示し、神様を喜ばせなけ

ればなりません。 

 

また、リシ・ヤッギャー（Rishi Yajña）

では、聖者たちを喜ばせるものを捧げ

ます。聖者が喜ぶものとは聖典の勉強

です。面白い考え方ですね。毎日聖典

を勉強し、聖音オームを唱えるのです。 

 

そして、ピートリ・ヤッギャー（Pitri 

Yajña）。これは先祖を喜ばせることで、

先祖を思い出して食べ物や飲み物をお

供えします。これも日本と同じです。 

 

ヌリ・ヤッギャー（Nri Yajña）は同

胞である人間への奉仕で、お客様や貧

しい人、苦しんでいる人々に奉仕をし

ます。 

 

最後のブータ・ヤッギャー（Bhoota 

yajña）は動物の世話をすることで、野

鳥などにエサを与えます。 

 

この五つのヤッギャーを行うことは

家族全員の義務ですが、その目的は、

自分のためだけに生きるのではなく、

他者のためにも生きることです。私た

ちは、他の人たちから様々な形で支え

てもらっており、そのおかげで生きて

いられるのですから、他者に奉仕する

ことでお返しをしなければなりません。

初めに言ったように、自分のものを人

と分かち合うのです。分かち合いの目
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的は、無私の奉仕の実践です。 

 

アルバート・アインシュタインの有名

な言葉があります。「私は毎日百回思い

出す。私の人生は体の内も外も、今生

きている、あるいは過去生きていた他

人の働きのおかげで成り立っているの

だということを。そして自分がこれま

でに受け取った、そして今なお受け取

っているのと同じだけのものをお返し

するために、自分は努力しなければな

らないのだということを。」アインシュ

タインと同じことをしてみたら、私た

ちも、自分はすべての人の仲間なのだ

という気持ちを持つことができるでし

ょう。 

 

東日本大震災の後、ニュースで知った

のですが、津波から避難するように住

民に防災無線で呼びかけ続けた女性が

いたことが思い出されます。この女性

は結局亡くなったそうです。 

 

また、スワーミー・サラダーナンダジ

ーの生涯で、杖をついて丘を登ってい

るときに、おじいさんが危険な道を苦

労して登っているのを見て、サラダー

ナンダジーは自分の杖をおじいさんに

あげました。サー・フィリップ・シド

ニーも言っているように、「あなたの方

が私よりももっと必要としている」か

らでした。 

 

これらは、自分の命を賭してまで実践

した無私の奉仕の素晴らしい例です。

慈善には 3 種類あります。一つ目はま

ず自分の分を取って、余りがあれば人

に差し出す。これより良いのは、持っ

ているものをすべて分かち合う。最も

崇高なものは、自分のことは顧みず、

あなたが困っているのならすべてあな

たに差し出す、というものです。 

 

まずは「余っているものはすべて人と

分かち合う」ことから始めましょう。

それには、自分の楽しみに一定の制限

を設けて、余ったものを取っておかな

ければいけません。非利己的になれる

よう、無私の奉仕ができるよう、行動

を起こしましょう。これは霊的求道者

だけでなく、人間にとって必要なこと

です。 

 

 

忘れられない物語 

 

無執着 

 

永平寺貫首の北野元峰禅師は 1933 年

に 92 歳で逝去した。元峰禅師は生涯に

わたり、何事にも執着することのない



 10 

よう努めた。 

 

20 才の頃、托鉢行脚をしていると、

たまたまタバコを吸う旅人に出会った。

山道を一緒に下り、木の下で休憩した

時に、旅人は禅師に一服勧めた。大変

空腹だった元峰禅師はタバコを吸った。 

 

「何と心地のよいこと」と禅師は言っ

た。別れ際に、旅人は予備のキセルと

タバコを禅師に譲った。禅師は、「こん

なに快楽を与えるものがあったら気持

ちがかき乱されて座禅の邪魔になるか

もしれない。度を超すことがないよう、

今やめてしまおう」と考え、キセルと

タバコを捨てた。 

 

23 才の時、易経を学んだ。冬場に厚

手の衣類が必要になり、その旨を手紙

にしたため、百里も離れた所に住む師

宛てに届けてもらうよう、旅人に手紙

を預けた。 

 

やがて冬も終わる頃になったが、返事

も衣類も届かなかったので、元峰禅師

は手紙が届けられたかどうか易経で占

った。手紙は届けられなかったという

結果が出た。その後、師から届いた手

紙には冬用の衣類について何も書かれ

ていなかったので、占いは正しかった

ことが分かった。 

 

「易経でこんなに正確に占うことが

できるのでは、座禅を怠るようになる

かもしれない」禅師はこう思って易経

をやめ、二度と占いに頼ることはなか

った。 

 

28 才の時、書道と詩を学んだ。どち

らもたいそう上達し、師匠に高く評価

された。「今やめなければ、禅を教える

者ではなく詩人になってしまう」深く

考えた末、禅師は二度と詩を書くこと

をしなかった。 

 

今月の思想 

 

「人生の苦労を互いに減らすためでな

いのなら、私たちは何のために生きる

のか」 

（メアリー・アン・エヴァンズ、ペン

ネーム：ジョージ・エリオット） 
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